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ThreeadultfemaleJapanesemonkeys,Macacafuscata!uscata,ofShigaAandCgroups,

wh量chwerekilledbyaccidentsindifferentseasonsoftheyear,wereexaminedfortheamount

andthefattyacidcompositionofbodyfat.

1.ThethicknessofdepotfatIayerwasverymuchlargerinthemonkeykilledinlateNo・

vemberthantheonekilledinFebruaryinvariouspartsofthebody.Themonkeykilledin

Aprilhadnodepotfatatal1.

2.InthemonkeykilledinFebruary,highvaluesofdoublebolldindexweregivenbythe

fatofleg(41.04)andthefatofbuttock(39.38).Incomparisonwiththehumandepotfat

obta…nedfromJapanesesubjectsinwinter,thefatoftheJapanesemonkeyexam量nedislower

inpalmitoleicacid(16:1)contentandhigherinlinoleicacid(18:2)content.

3.Nobrownadiposetissuecouldbefoundintheabove・mentionedindividualk玉11edinFebruary.

志 賀高原 のよ うな多雪 ・寒冷地域に住むニホンザルの

寒 冷適応 については,熱生理学的にみアこ耐寒性 とと もに,

エネルギー収支の上か ら冬季 の食物不足 にいか に対処 し

てい るか とい う栄養上の問題 を究明す ることが必要で あ

る.前 者 については,1975年1月 に行なわれ た志賀A群

の調査でほぼその輪郭が とらえ られ7cが(申 山 ら,1975),

後者に関しては基礎的な資料 が未だ ほとん どない状態で

ある.貯 蔵脂肪や褐色脂肪組織 は,寒 冷適応の これ らの

二つの面に共通 した重要な意 味を もってい ると考 え られ

るに もかかわ らず,野 生群についての デー タは極 めて乏

しい.こ れ は正常 なサルの屍体を入手す ることが困難で

あることと,生 体についての実験方法が確立していない

ことに よる.筆 者 らはこれまでに,志 賀高原のニホンザ

ルで事故死を遂 げアこ3体 について脂肪 を調べ る機 会を得

たので,こ こにその結果 を報告 し,今 後の研究に資した

い と考 える.

材料と方法

材料はニホ ンザル(Macacafuscatafuscata)3頭

で,2頭 は志賀A群,1頭 は志賀C群 に属 し,い ずれ も

成体の メスである.前2者 は射殺(Na1)と 雪崩による

圧死(Nd2)に よる ものであって死体 はほぼ完成 であっ

7Cが,自 動車 にひ き殺 された もの(M3)の 死体はか な

り損傷 してい7こ.3体 と も和田の執刀で解剖 し7C.各 部
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の外部形態 を計測 してか ら解剖,内 臓重量お よび皮下そ

の他の脂肪層の厚 さを測定 した.Na3は 内臓重量 を測 る

ことがで きなか ったが,各 部 の脂肪を試料 として と り,

森谷が組織学的検査および脂肪酸組成の分析 を 行 な っ

た.

脂肪酸分析:試 料か らJOLCHら(1951)の 方法 によ

って総脂肪を抽 出し,こ れを0.3NKOH(inMeOH)

で鹸化 し,得 られ た脂肪酸を2%H2SO4(inMeOH)で

メチル化 してガスクロマ トグラフ ィー(島 津製作所GC

4Ap)に よ り分析 した.ガ ス クロの条件 は,17%die・

thyleneglycolsuccinatepolyester(onChromosorbW)

を充 唄剤 として,カ ラム温度1900C,carriergas(N2)

流量30ml/minで ある.脂 肪酸 の同定 は標準パル ミチ ン

酸 との相対保持時間によって行ない,面 積法に よって定

量 して各脂肪酸 のモル%で 表 しナこ.ま た不飽和度 を表す

7aめ にDoLEら(1959)のdoublebondindex(DBI)

を用いた.

結果と考察

剖検の結果 はTable1の 通 りで ある.死 亡時期は11

月下旬,4月 申旬,2月 申旬で,秋 ・冬 ・春にわ7Cっ て

い るが,各1体 ずつで あ り,ま た年令 も不明で,所 属群

もA群 とC群 に分かれてい るため,一 般的な結論をひ き

出す ことはで きないが,あ る程度 の傾 向は読み とること
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Table1. Bodydimension,weightofviscera,.andthicknessofadiposetissue

JapanesemonkeysinhabitingShigaHeights

ofadultfemale

M1 Nd2 Nd3

TroOP
Dateofdeath
Killedby:

Bodyweight

BodydimensioI1:

Headandbodylength

UpPerarmlength

Lowerarmlength

Thighlength

Leglength

Taillength

Chestgirth

Biacromialbreadth

Biiliacbreadth

Headbreadth

Internalbiocularbreadth

Externalbiocularbreadth

Earlength

Earbreadth

Handlength

Handbreadth

Th玉rdfingerlength

Footlength

Footbreadth

Thirdtoelength

Weightofviscera

Heart

Lung

Liver

Spleen

Pancreas

Kidney,right

left

Adrenal,right

left

ShigaA
Nov.29,1962

Shooting

12.0㎏

400mm

65

480

108

79
13

45

44

39

一

45.69

97.8

271.8

8.5

11.0

22.0

22.1

1.3

ShigaA
Apr.15,1963

Snowslide

15.0㎏

410mm

130

155

80

480

140

70

95

30

35

140

25

30

93

3

0

0

0

5

5

0

0

　

　

　

　

コ

　

　

　

　

0

8

1

4

4

0

6

1

2

4

0

噌⊥

噌⊥

0
0
9
σ

可⊥

9
臼

ShigaC
Feb.12,1974
Caraccident

11.5㎏

485㎜

148

172

176

83

166

110

17

56

45

29

100

45

40

154

42

41

Thicknessofsubcutaneousfat

Head

Neck

Axillaryregion

Clavicularr.

Chest

Abdomen

Back, scapularr.

thoracicr.

luml)arr.

ischialr.

IngUinalregiOn

Pubicregion

Thigh

Leg

Thicknessoffatondorsalwall

ofabdominalcavity

Mesenteryfat

5-10㎜

5-10

40-50

5-10

5-10

15

5-10

5-10

5-10

5-10

40-50

5-10

5-10

5-10

40-50mm

much

mmO

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

0

none

Omm

2

1

0

5
10

5

5

5

13

0

0

0

5

0
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Table2.Fattyacidcompositionofsubcutaneousandmesenteryfat
fromanadultfemaleJapanesemonkey(No.3inTable1)ofShigaCtroop

Dry

matter

Saturated(mol%)

Water Lipid C

14:0

C

16:0

C

18:0

Subcutaneous

Neck,nape

lateral

Abdomen,medial

lateral

Back

Buttock

Thigh

Leg

Foot

Mesentery

20.7%

17.1

10.4

18.1

10.4

12.0

20.7

24.5

13.4

14.3

3.7%

12.7

2.5

3.8

5.3

2.8

3.4

11.0

8.3

2.1

75.6%

70.2

87.1

78.1

84.3

85.2

75.9

64.5

78.3

83.6

1.5%

1.3

1.5

1.5

1.3

1.2

1.4

1.1

1.0

1.3

19.4%

21.4

19.0

17.7

19.0

16.4

17.9

19.8

16.7

17.8

5.4%

6.1

5.9

4.9

5.7

4.1

4.9

4.5

3.1

6.2

がで きる.

臓器 の重量を比較す る と,秋 の個体(Na1)の 心臓,

肝臓,脾 臓が体重の割合 にして春の個体(Nα2)よ りか

な り大 きい ことがわか るが,個 体差についての資料がな

い以上,一 般的な傾 向 とみなす ことはで きない.

皮下脂肪厚および,腹 腔壁 と腸間膜の脂肪量 には著 し

い差がみ られ る.秋 の個体(M1)は 多量 の脂肪 を もっ

てお り,と くに腋下部,ソ ケイ部,腹 腔背壁,腸 間膜に

多い.こ れ に対 して4月 の個体(Nd2)に は脂肪が全 く

見 られ ない.冬 の大部分 を過 ごしfc2月 の個体(Na3)

にはある程度の脂肪が存在す るが,恥1に 比べ ると明 ら

かに少 ない.こ れ らの傾 向は,秋 に多量の脂肪が貯 えら

れ,冬 の間にそれがすべて消費 されて しま うことを暗示

してい る.こ の脂肪の増減は,和 田(1975)が 志賀A群

について調べ た体重の年間変化 と対応 してい る.体 重の

変化に どの程度脂肪量が関係 してい るかは興味ある問題

であ る.

Nd3の 個体 の各部の脂肪試料 について組織学的検査 を

行なったが,す べて黄色脂肪組織で あ り,頸 部 や肩 甲部

には肉眼的にか な り色の濃い部分 もあったが,褐 色脂肪

組織は見 出す ことがで きなか った.試 料の とり方に も問

題があ り,ま た,ニ ホンザルに裾色脂肪組織 の存在が報

告 されてい る以上(IToHandHIRosHIGE1967),こ の

個 体に褐色脂肪組織が存在 しなか っナこと断定す ることは

で きない.

M3の 個体の脂肪酸組成 の分析結果をTable2に 示

す.二 重結合指数(DBI)は 足部が最高で,磐 部が これ

に次 ぐが,他 の部分では余 り明 らかな差 は見 られ ない.

肢端部が高い値を示す こ とは寒冷地の動物 に共通の傾向
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で ある.磐 部 のDBIが 高いのは,冷 い場所に坐 ること

と関係があ ると考 えられ る.MoRIYAとIToH(1969)

によるヒ トの皮下脂肪の分析結果 と比較す ると,ヒ トの

冬のDBIが 前腕下腿で37.16,胸 腹部で33.31と かな り

の差があ るのに対 して,ニ ホ ンザルでは下腿が36.42,

背部 ・腹部が36～38で それほ どの差がない.ま7こ,サ

ル はヒ トに比べ てpalmitoleicacid(16:1)が 少 く,

1inoleicacid(18:2)が 多 く,結 果 としてmono-unsa・

turatedacidが やや少 く,poly-unsaturatedacidが 多

くなってい る.以 上 は7aだ1例 の分析 データ で あ る の

で,ど の程度 の普遍性があ るかは今後 の研究にまつほか

はない.

筆 をお くに当た り,本 研究にあた り,脂 肪の分析その

他 について種々有益 な御教示をいただいた北海道大学伊

藤真次名誉教授,解 剖 について特別の便宜を与 えられアこ

信州大学医学部川申健二博士に心か ら感謝 の意 を表す次

第で ある.
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Table2.Continued.

Unsaturated(mo1%) Total(mol%)

C

14:1

C

16:1

C

18:1

C

18:2

C

18:3
Sat.

Mono-

unsat.

Poly。

unsat.

Double

bond

index

0.1%

0.1

0.1

0.1

0.1、

0.1

0.1

0.1

0.2

0.1

4.9%

5.6

5.3

5.1

5.3

4.8

5.1

6.2

6.6

4.6

41。9%

42.1

41.0

43.5

43.7

45.9

43.6

44.5

42.7

45.0

23.5%

20.4

24.0

24.4

22.2

23.6

24.2

20.9

24.9

21.8

3.4%

3.2

3.2

2.9

2.8

4.0

2.8

3.0

5.0

3.5

26.3%

28.8

26.4

24.1

26.0

21.7

24.2

25.4

20.8

25.3

46.9%

47.8

46.4

48.7

49.1

50.8

48.8

50.8

49.5

49.7

26.9%
23.6
27.2
27.3
25.0
27.6
27.0
23.9
29.9

25.3

37.28

35.19

37.26

38.02

36.49

39.38

37.81

36.42

41.01

37.15

subcutaneousfat.Int.J.Biometeorol.13:141.
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